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研究成果の概要（和文）：戦後日本の移動図書館の成立を実証的に考察すると，戦前・戦中期に持続し拡充を重
ねた貸出文庫・巡回文庫の存在を基盤としながら，自動車という近代的装置を用いて，図書の配本を介しなが
ら，図書館と地方（地域）とを結びつけることにより，読書環境の整備や図書館の設置，さらには読書会や座談
会なの開催など地方文化の振興を果たす目的があった。戦後初期における日本の移動図書館とは，単に図書を運
搬する装置ではなく，移動図書館の活動方法や自動車への装備等に，当時の図書館が目指す理念を体現していた
ことがわかった。

研究成果の概要（英文）：Mobile library of Post-war Japan were started by prefectural libraries in 
the late 1940s. Mobile library toured around rural villages using automobiles, which were modern 
machines at the time, delivering culture and creating a place for residents to gather, Based on the 
existence of collection for loan to groups and traveling library from Pre-war through wartime. It 
was found that the Japanese mobile library in the early Post-war was not the vehicles transported 
books, but embodied the ideas at that time aimed, such as the way the mobile library works and the 
equipment on vehicles.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年，公立図書館による移動図書館の台数が減少し，活動が固定化・定型化する傾向の中で，戦後初期における
「移動する図書館活動」には，見つめ直すべき図書館運営の源流や，地域とともに歩む図書館活動の本質が隠さ
れていた。すなわち，地域に寄り添う移動図書館を図書館サービス計画全体の中でどのように位置づけていく
か，という図書館活動の可能性が，戦後初期におけるさまざまな図書館による移動図書館活動に内包されてい
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本研究における開始当初（申請時）の学術な背景や問題意識は次の通りである。 
 
 図書の入手が困難な戦後初期（1940‐50 年代）において，移動図書館車がひとつひとつの地
域を巡回し，文化の灯として地域に与えた影響は大きかった。移動図書館の活動は，単に図書を
運ぶのではなく，地域に図書館活動が飛び出し，数多くの地域住民と図書館員とが対話する場を
形成した。 
 戦後初期の移動図書館においては，「館（やかた）」とは異なる利用者層（例えば，農山漁村の
若い女性等）が移動図書館に集い，映画会や演芸会などの「文化の場」が形成された。同時に，
移動図書館活動は図書館としての活動をはるかに越え，地域の文化活動や青年を主体とする活
動として位置されていた。この当時の移動図書館は，図書館の理念を地域に運び，戦前期の閉塞
した環境からの解放と社会変革の主体を形成するメッセージ性を有していた。 
 こうした戦後日本の移動図書館は，1948 年 7 月に巡回を開始した高知県立図書館「自動車文
庫」の巡回が最も早いといわれている。しかし，1949 年 9 月に開始した千葉県立図書館「訪問
図書館ひかり」の活動は全国各地に影響を及ぼした。しかし，1960 年代前半になると，都道府
県立図書館による移動図書館は団体貸出が中心となったため，批判的に論じられるようになっ
た。移動図書館の再評価には，1965 年 9 月に東京都・日野市立図書館が開始した移動図書館「ひ
まわり号」を待たなければならなかった。「ひまわり号」は，貸出の重視，全域へのサービス，
資料が第一という方針のもと，戦後の公共図書館活動を大きく変革した。 
 しかし，これまでの調査・分析は，図書館による移動図書館活動を対象としたため，結果的に，
広大な行政域を対象に都道府県立図書館が実施する自動車の移動図書館に限定されていた。そ
こで，本研究では，制度・行政的な「図書館」の枠組みに留まらず，「地域に図書館が移動する」
という視点に立脚し，移動公民館など広範な「移動する図書館活動」を対象とする。そして，こ
れらの特質を実証的に分析したうえで，手段に留まらない移動図書館活動の定義の再構築と，読
書運動等の教育文化運動との連続性を解明する。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，戦後初期（1940‐50 年代）における「移動する図書館活動」を対象とする。具
体的には，都道府県立図書館の移動図書館に留まらず，図書館としての活動が内在していた都道
府県の社会教育課による移動公民館の活動や，地域の子どもを対象とした移動児童館の活動，移
動博物館の活動などに焦点を当てる。本研究では，これらの活動を対象として，以下の点を明ら
かにすることを目的とする。 
 
第一に，地域に移動した理念と目的である。図書館活動が内在したさまざまな移動する活動

（移動公民館や移動児童館等）の成立背景を分析し，地域に移動した理念と目的を実証的に明ら
かにする。そのためには，具体的な活動内容（利用者層，巡回ルート，積載図書，担当者の想い
等）を分析し，戦前期からの貸出文庫・巡回文庫との連続性とともに，建物における活動との相
違点を考察する。 
第二に，地域社会の受容と主体形成である。行政（都道府県・市区町村）が行う移動する諸活

動が，青年団や婦人会など地域の活動や住民生活の中にどのように受け入れられたのかを明ら
かにする。特に，これらの活動を地域住民がどのように支え，どのように地域住民の主体形成に
結びついたのかを考察する。 
第三に，地域活動の位置と連続性である。図書館の枠を越えた「移動する図書館活動」が地域

に何をもたらし，どのような地域活動に連続したのかを解明する。例えば，読書運動など，家庭
教育の関わりから，地域文庫運動や農業改良普及事業，農村青少年教育などとの位置と意義を分
析できる。 
 
これらの分析と考察を通して，行政による官製的な図書館活動（サービス）や効率的な配本網・

図書館網の確立とは異なる「移動する図書館活動」の定義の再構築と，地域社会に図書館活動が
移動する意義と役割を解明する。 
 
３．研究の方法 
 本研究の方法は，以下の通りに整理できる。とりわけ，戦後初期の移動図書館活動を実証的に
考察するために，公立図書館，大学図書館，文書館等に所蔵されている一次資料を積極的に収集
するとともに，当時の図書については古書店からも購入した。 
 
(1) 公立図書館が実施主体ではなく，図書館活動を内包している「移動する図書館活動」の理
念と目的を明らかにするため，以下の方法で調査した。 

① 1950 年 12 月に巡回を開始した富山県教育委員会社会教育課による移動公民館「みずほ」
の巡回開始の経緯，活動内容，巡回ルート，さらには図書館の設置や公民館の設置等，県内に
及ぼした影響（富山県は図書館，・公民館の設置率が高い）を調査した。富山県立図書館，富
山県公文書館，国立国会図書館，日本図書館協会資料室において資料調査・収集を実施した。 

 



② 1951 年 7 月に巡回を開始した兵庫県教育委員会社会教育課による移動公民館は，更新を含
め，11 台もの自動車が県内各地を走っていた。他方で県立図書館の設立が他の都道府県と比べ
て最も遅かったという特徴を有している。そこで兵庫県において，移動公民館の巡回を開始し
た経緯や活動内容，巡回の目的を調査した。兵庫県立図書館，神戸市立中央図書館，あかし市
民図書館，兵庫県議会図書室，兵庫県公館県政資料館，国立国会図書館，日本図書館協会資料
室において資料調査・収集を実施した。 

 
(2) 1949 年 9 月に巡回を開始した千葉県立図書館「訪問図書館ひかり」以前の移動図書館活動 
を実証的に明らかにすること，「移動図書館」や「自動車文庫」等の用語の使われ方・定義の種
類と変遷について検討するため，以下の通り調査した。 

①国内初の移動図書館（自動車文庫）と指摘されている 1948 年 7 月に巡回を開始した高知県立
図書館の「自動車文庫」について，本研究申請以前に収集した一次資料を基盤としつつ，さら
に国立国会図書館や日本図書館協会資料室において資料調査・収集を重ねた。 

②1949 年 3 月に移動図書館（巡回文庫型）を開始した鹿児島県立図書館の移動図書館について，
本研究申請以前に収集した一次資料を基盤としつつ，さらに国立国会図書館や日本図書館協会
資料室において資料調査・収集を重ねた。 

③ 1948 年 8 月に岩手県立図書館が「移動図書館」を実施したと同館の資料等に記述されてい
た。そこで，同館の「移動図書館」の具体的な活動内容や開始の背景を明らかにするため，岩
手県立図書館，国立国会図書館，日本図書館協会資料室において資料調査・収集を実施した。 

④ 戦後初期における日本国内の移動図書館の成立を幅広く検討するため，現在の「移動図書館」
を意味する活動名称（用語）の種類と変遷，使用方法を明らかにするため，図書館統計におけ
る移動図書館に該当する調査項目や，辞典・用語集における採録用語を精査し考察した。 

 
(3) 戦後初期の移動図書館は，都道府県が実施していたため，結果的にこの当時の移動図書館
調査は，都道府県立図書館による広域的な移動図書館活動と，同館が巡回する農山村部が対象
となっていた。加えて，移動図書館活動を担う主体（行政側）の資料に基づく傾向にあった。
したがって，個々の地域の特徴において移動図書館がどのように受容され，どのようにしてさ
まざまな地域活動に結びついたのかを十分に検討することができなかった。そこで，戦後都市
公民館発祥の地であり，都市として拡大・発展した八幡市（現・北九州市）を対象に，八幡市
立図書館の「自動車文庫」，八幡製鉄所図書館の「自動車文庫」，八幡市民生部児童課の移動児
童館車という 3 台の活動の経緯や活動内容，利用状況，特徴等を実証的に考察した。北九州市
立中央図書館，北九州市立八幡図書館，北九州市文書館，九州国際大学図書館，福岡県立図書
館，法政大学多摩図書館，大原社会問題研究所資料室，国立国会図書館，日本図書館協会資料
室において資料調査・収集を実施した。 

 
(4) こうした戦後初期における移動図書館の活動，「移動する図書館活動」の分析を踏まえなが

ら，現在の公立図書館による移動図書館活動の展望や，移動博物館等の移動する活動につい
ての考察も重ねた。 

 
４．研究成果 
 本研究では，広範な「移動する図書館活動」を対象とし，地域における教育文化運動との連続
性を実証的に解明することを目的とした。各地の図書館や文書館等において一次資料を中心に
資料調査・収集と資料の読み込みを重ねた。その結果，本研究の成果は以下のように整理するこ
とができる。 
 
(1) 戦後初期において図書館活動を内包している「移動する図書館活動」について実証的に調
査した結果，以下の点が明らかになった。 

① 1950 年 12 月に巡回を開始した富山県教育委員会社会教育課による移動公民館「みずほ」，
さらに翌年に巡回を開始した「ありそ」「あかつき」（1951 年 7 月）を対象に，当時の移動図
書館の性格を実証的に考察した，その結果，第一に，当初は移動図書館としての活動を目指し
ていたが，ナトコ映写機の巡回と同県内における公民館の積極的な普及（指導）を背景に，公
民館機能と図書館機能を併せ持ちながらも，巡回を重ねるうちに公民館的性格が強調され，重
視されたことが明らかになった。第二に，このように成立した富山県の移動公民館であったた
め，県内の図書館ネットワークを形成し，読書活動を広げる手段として移動公民館が機能しな
かった。移動公民館の位置づけが不明瞭となり，とりわけ図書館関係者から移動公民館に対し
て批判的に言及されるようになり，結果的に移動公民館が移動図書館として，県立図書館へ移
管されることとなった。 

② 1951 年 8 月に巡回を開始した兵庫県教育委員会社会教育課の移動公民館は，以後，更新を
含めて11台にも及ぶ移動公民館が制作された特徴があった。こうした活動を分析したところ，
同県の移動公民館は，公民館としての性格を有しつつも，図書館としての性格が強かったこと
がわかった。当初は，同県における文化会館設立の動きを背景に，兵庫県巡回文庫の充実に伴
って成立した自動車の名所は，文化自動車であった。しかし，兵庫県巡回文庫がどのまま引き
継がれたことを踏まえると，移動公民館は同文庫を積載する自動車であったと位置づけること



ができる。 
 
(2) 戦後初期におけるさまざまな移動図書館活動をはじめ，「移動図書館」や「自動車文庫」
等の用語の定義と変遷について検討したところ，以下の点が明らかになった。 

① 鹿児島県立図書館では，1949 年 5 月に配本車による配本活動を開始した。これは同館がジ
ープ型トラックを購入し，従来型の貸出文庫を運搬した。この活動については，「自動車文庫」
と称されることもあり，高知県立図書館に次いで全国で 2 番目に自動車文庫（移動図書館）を
開始したと指摘する文献も存在する。すなわち，そもそも同館における自動車文庫とは，貸出
文庫の拡充を背景に，自動車で運搬される貸出文庫を指していたことがわかった。開架式書架
を装備したブックモビルとしての自動車が同館に導入されても，自動車文庫の活動方法（貸出
文庫の配本）はそのまま引き継がれた。同館で「移動図書館」と称される活動も存在したが，
これは貸出文庫の一種であり，県立図書館の分館的性格を意味することが明らかになった。同
館では，各郡への配本所設置を積極的にすすめ，県内全域に及ぶ配本網を確立し，地域住民へ
の直接サービスは市町村が担うという姿勢を貫いていた。 

② 岩手県立図書館では，1948 年 8 月に移動図書館を開設したという記録がある。こうした活
動を調査していくと，同館における戦後期の移動図書館とは，1930 年代はじめの戦前期から
継続していた貸出文庫や海浜図書館などの時限的な館外活動を引き継ぎつつ，「知性を涵養す
るスタジオが図書館」であるという同館館長・鈴木彦次郎の理念が地域に運ばれていたことが
わかった。鈴木は，同館を「地域の文化活動の基盤」とし，そのためには「動く図書館」の展
開を考えていたことが背景にあった。同館の移動図書館とは，林間図書館，臨海図書館，炉端
図書館を総称する名称であり，「移動文庫」とも総称されていたことがあった。 

 
(3) 戦後都市公民館発祥の地である八幡市（現・北九州市）を対象に，八幡市立図書館の「自動 
車文庫」，八幡製鉄所図書館の「自動車文庫」，八幡市民生部児童課の移動児童館車の活動の経 
緯や活動内容，利用状況，特徴等を実証的に考察した結果，以下の点が明らかになった。なお， 
本内容は，学会での口頭発表にて公表しており，今後，論文の形でまとめていく予定である。 

①八幡市立図書館における自動車文庫は，1952 年 8 月に巡回を開始した。すでに 1950 年 10 月
から同市ニュースカー（借り上げ自動車）を活用した巡回文庫を開始していた。当初は公民館
活動を併せた活動を想定していたようであった。この自動車文庫は，小回りのきく 600 冊積載
の小型トラック（外架装備）であり，市内を 8 コース，48 ヶ所のステーション，2 週間に 1 回
の巡回を行っており，市内をきめ細かく巡回していたことが明らかになった。 

②八幡製鉄所図書館の自動車文庫は，1951 年 12 月に巡回を開始した。この自動車文庫は，戸数
の多い大規模な製鉄所社宅を中心に巡回したほか，製鉄所病院，本事務所，通用門への巡回も
重ねていた。自動車は約 4,000 冊積載の大型自動車を改造したものであり，1 週間に 1 回の巡
回，60-90 分の停車という定期的な巡回を重ねていた。利用は基本的に製鉄所の従業員であり，
自動車文庫は製鉄所の福利厚生事業の一環として位置づけられていたことがわかった。 

③八幡市民生部児童課は，1952 年 6 月より移動児童館車の巡回を開始した。すでにこれより以
前から同市の児童課の職員らがニュースカーを用いて子供会の会合や公園へ出かけ，幻灯や紙
芝居，ゲームなどを行っていた。移動児童館車の完成後は，指定公園（21 ヶ所）や，学校・保
育所（36 ヶ所）にて 90-120 分間に及ぶ活動をはじめ，「納涼子供会」も開催した記録があっ
た。また，「八幡市子ども文庫の会」による児童図書配本の活動（1957 年 7 月）にも，この移
動児童館車が用いられ，図書館としての活動も内包していたことが明らかになった。 

 
(4) こうした戦後初期における移動図書館活動の理念や目的，活動方法をはじめ，かつて
の『市民の図書館』（日本図書館協会，1970）における移動図書館の記述内容，さらには
「移動する図書館活動」に類似する移動博物館等の活動を踏まえながら，現在の公立図書
館による移動図書館活動の課題と展望を検討した。その結果，①図書館サービス計画に移動図
書館をどのように位置づけているのか，②移動図書館全国実態調査の必要性，③メディアとし
ての自動車であると同時に，地域の「時計」になる自動車としての位置付けと視角，④移動図
書館のサービス（活動）や蔵書（コレクション）全体を踏まえながら，図書館が「移動」する
という視点の重要性を明らかにした。 

  今後は，戦後初期から現代までの移動図書館活動の連続性と断絶性という視角から，現代の
移動図書館活動の方法が定着した 1970 年代都市部の公共図書館を中心に，移動図書館活動の
拡大と目的を実証的に分析することにより，戦後日本の移動図書館の成立を複眼的に検証し
ていきたい。 
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